
立
場
か
ら
漢
画
芸
術
を
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
ず
漢
書
芸
術
開

花
の
基
礎
を
、
鉄
器
使
用
の
普
及
に
よ
る
富
の
集
積
と
商
工
業
の
股
賑
、
そ
し

て
文
化
の
一
般
的
向
揚
発
展
と
い
う
歴
史
過
程
の
一
端
、
そ
の
具
現
と
し
て
把

握
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
画
像
石
墓
が
多
く
見
出
さ

れ
る
山
東
・
南
陽
・
四
川
な
ど
の
地
は
、
塩
鉄
の
利
に
よ
っ
て
栄
え
、
大
商

人
・
大
地
主
・
大
宮
僚
な
ど
熱
帯
・
密
室
の
集
っ
た
地
方
で
も
あ
っ
て
両
者
の

あ
い
だ
の
関
連
を
考
う
べ
く
、
こ
の
よ
う
に
漢
画
分
布
地
域
と
当
時
の
社
会
と

の
関
係
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
事
な
ど
も
面
白
い
着
眼
点
で
あ
ろ
う
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
漢
墓
は
、
い
わ
ゆ
る
統
治
階
級
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

こ
に
表
現
さ
れ
る
も
の
は
当
然
彼
等
の
好
み
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
豊
代
の
統
治
潜
階
級
が
い
だ
い
た
思
想
を
か

え
り
み
る
要
が
あ
る
と
し
て
、
本
営
で
は
さ
ら
に
漢
代
思
想
と
そ
の
芸
術
的
表

現
と
の
問
題
に
ま
で
深
め
て
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

前
記
甲
南
石
室
墓
の
報
告
書
と
と
も
に
、
塞
書
は
漠
代
美
術
に
関
す
る
生
湿
と

し
て
、
中
国
学
界
を
代
表
す
べ
ぎ
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

172　（612）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
七
月
例
会

　
七
月
五
日
目
土
）
午
後
　
　
　
於
楽
友
会
館

　
「
技
術
史
の
諸
問
題
」

　
原
始
農
耕
に
つ
い
て
　
　
　
　

佐
た
木
高
明
氏

　
前
方
後
円
墳
の
形
態
推
移
　
　
　
上
田
　
宏
範
氏

　
狡
術
史
の
意
味
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
光
邦
氏

史
学
研
究
会
九
月
例
会

　
九
月
廿
七
日
（
土
）
午
後

　
臨
地
講
演
　
醍
醐
寺
（
三
宝
院
・
金
堂
）
日
野
法

　
　
　
　
　
　
界
寺

　
　
　
　
（
講
師
）

史
学
研
究
会
十
月
例
会

　
十
月
四
日
（
土
）
午
後

　
「
現
代
史
の
諸
問
題
」

　
新
航
路
の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・

上
野
　
照
夫
氏

於
楽
友
会
館

パ
ワ
ー

　
岡
部
　
健
彦
氏

中
国
の
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
波
多
野
善
大
氏

第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
参
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
清
氏

團
　
史
　
関
　
係

読
史
会
七
刀
例
会
　
七
月
二
二
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
室

　
頼
痒
子
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
圭
一

　
自
由
飛
権
運
動
と
農
民
　
　
　
　
　
真
下
　
英
ニ

　
　
　
一
群
馬
事
件
を
中
心
と
し
て
－

読
史
会
九
月
例
会
　
九
月
一
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
一
晦
　
於
京
大
陳
列
館
第
二
教
室

　
自
由
民
権
運
動
期
の
改
進
党
　
　
　
中
島
　
節
子

　
正
倉
院
文
書
雑
考
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

読
史
会
秋
季
見
学
旅
行
　
一
〇
月
一
〇
～
一
四
日

　
八
幡
製
鉄
所
i
箱
崎
宮
－
九
州
大
学
一
観
世
音
寺

　
i
太
宰
府
一
長
崎
布
内
（
大
浦
天
主
堂
・
出
島
・

　
崇
下
寺
・
爆
心
地
塘
・
博
物
館
・
県
立
図
書
館
・

　
代
官
管
理
所
な
ど
）
1
雲
仙
に
て
解
散
。
参
加
者

　
は
小
葉
田
・
赤
松
・
柴
田
教
授
、
岸
助
教
授
、

　
上
横
手
講
師
ほ
か
二
〇
名
。
郷
散
後
、
有
志
は
三

　
班
に
分
れ
熊
本
柳
川
方
颪
・
佐
賀
方
面
へ
の
史
料

　
採
訪
、
筑
紫
古
墳
群
の
見
学
等
を
行
っ
た
。



東
洋
史
関
係

旧
制
大
学
院
研
究
発
表
会
七
月
例
会

　
七
月
十
二
日
（
土
）
　
　
　
於
陳
列
館
会
議
室

　
元
代
の
艶
冶
（
課
）
に
つ
い
て
　
　
井
ノ
崎
隆
興

　
腰
刑
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
　
英
雄

同
九
月
例
会

　
九
月
二
十
日
目
土
）

　
雍
正
帝
の
宗
教
政
策

　
淋
縄
の
近
況

同
十
月
例
会

　
十
月
十
一
日
（
土
）

．
蜀
漢
政
権
の
構
造

　
唐
代
均
田
制
の
一
断
面

京
方
学
術
講
座

　
主
催
　
東
方
学
術
協
会

　
七
月
二
十
三
日
（
水
）

　
現
代
中
国
の
宗
教

　
中
国
の
水
利
審
業

　
七
月
瓢
十
四
日
（
木
）
．

　
タ
イ
国
を
訪
ね
て

　
イ
ン
ド
み
た
ま
ま

人
丈
地
理
学
関
係

於
陳
列
館
会
議
室

　
　
　
塚
本
　
俊
孝

　
　
　
中
谷
　
英
雄

於
陳
列
館
会
議
室

　
　
　
狩
野
　
直
頑

　
　
　
西
村
　
元
佑

於
京
都
毎
日
会
館

人
交
地
理
学
会
　
第
2
7
園
例
会

塚
本
　
善
隆

速
水
頒
一
郎

藤
岡
　
喜
愛

木
村
　
康
一

　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
地
理
学
協
会
と
共
催

九
月
二
十
日
（
土
）
　
午
後
西
宮
市
市
民
会
館

原
始
属
族
の
集
落
と
土
地
制
度
　
　
石
紺
　
栄
士
口

西
宮
附
近
の
歴
史
地
理
　
　
　
　
　
渡
辺
　
久
雄

な
お
研
究
発
表
後
、
ア
サ
ヒ
ビ
…
ル
の
工
場
見
学

を
行
っ
た
。考

省
学
関
係

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
野
大
覚
寺
所
在
古
墳
の
調
査

　
六
月
二
日
－
五
日
。
京
都
大
学
小
林
行
雄
講
師

　
指
導
の
も
と
に
考
古
学
研
究
室
員
、
平
安
高
校
生

　
が
参
加
し
た
。
主
体
の
横
穴
式
石
室
は
全
長
約
一

　
五
メ
ー
ト
ル
、
原
状
を
か
な
り
う
し
な
っ
て
い
た

　
が
、
玄
門
付
近
か
ら
子
持
須
恵
器
、
組
合
石
図
取

　
な
ど
が
出
土
し
た
。

京
都
市
右
京
区
北
野
白
梅
町
北
野
廃
寺
の
調
査

　
六
月
十
九
一
二
十
二
日
、
七
月
十
六
・
七
日
。
道

路
工
薯
の
た
め
寺
堤
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
た
の

　
で
、
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
り
応
急
調
査

　
を
お
こ
な
い
、
古
瓦
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
三
彩

　
陶
片
な
ど
を
採
集
し
た
。

京
都
市
東
山
区
山
科
大
宅
鳥
井
脇
町
大
宅
廃
寺
の
調

査　
八
月
十
一
日
－
九
月
二
十
五
日
。
名
神
間
高
速

　
道
路
設
置
に
と
も
な
う
事
前
調
査
と
し
て
寺
域
の

一
部
を
発
掘
し
た
。
金
堂
と
推
定
さ
れ
る
建
物

・
と
、
そ
の
北
方
の
建
物
の
二
つ
の
遺
構
を
明
ら
か

に
し
た
が
、
出
土
瓦
に
よ
っ
て
こ
の
寺
が
白
鳳
か

ら
平
安
時
代
に
か
け
て
存
し
た
こ
と
が
し
ら
れ

た
。
ほ
か
に
南
北
の
同
一
軸
線
上
に
あ
る
建
物
吐

の
一
部
、
お
よ
び
横
穴
式
石
窒
＝
基
、
中
世
墳
墓

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
調
査
に
は
京
都
大
学

有
光
教
一
教
授
、
考
古
学
研
究
室
員
、
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
坪
井
清
足
氏
な
ど
多
数
が
参
加
し

た
。

ユ73　（6ユ3）


